ある土留め掘削におけるGPSの活用 by 岩崎, 好規 & 増成, 友宏
Titleある土留め掘削におけるGPSの活用












岩崎 好規 1) 技術士，Ph.D.,工学博士  増成 友宏 2) 工学博士 

































                                      
1)一般財団法人 地域地盤環境研究所 専務理事，2)森原システムエンジニアリング 技師長 


































































表土は砂混じり粘土で，標準貫入試験による N 値は， N=0-5，上部洪積粘土層は，N 値=10-20 で，室内 1
軸圧縮試験によれば，強度および変形係数は，qu=300-400kPa，E=35000kPa と求められた。上部砂礫層は





































































































                              表-1 解析に使用した主な地盤定数 
地盤 密度 SPT;N Es ポアッソン比 粘着力 内部摩擦角 
  (kN/m3)  (kN/m2)  (kN/m2) 度 
表土 18 3-4 3,000 0.3   20 
上部粘土層 18 4-15 35,000 0.4 400 0 
砂層 19 20 56,000 0.3   30 
下部粘土層 18 15 50,000 0.4 400 0 






























































































































   図-11 最終掘削面 


































は増加して 20ton，変位も 5㎜程度増加しているが，山留のＨ鋼の天端変位量と同程度のものである。 
 

































































































































































































































































































































































































































観測点 基線長 南北 東西 高さ N30oE N120oE 
01to03 32m 0.22 0.27 0.69 0.39 0.28 
67to01 5.6km 0.74 0.47 1.17 0.64 0.56 
67to03 5.6km 0.74 0.60 1.69 0.82 0.62 





















は動いていない、その境が分からない。これからの測量について GPS を活用するに当たり、場内基準点を GPS
で計測し、マニュアル測量との整合性を見直す必要がある。 
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